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パブリックコメント実施結果の概要

○　平成24年8月9日～9月7日までの約1ヶ月間、諮問「瀬戸内海における今後の目指すべき将来像
　　 と環境保全・再生の在り方について」の企画専門委員会中間報告について意見募集（パブリック
　　 コメント）を実施。

○　意見提出数は23者（個人9者、団体14者）で、延べ意見数は120件。
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